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Ⅰ． は じめ に

絵 画 を措 く者 たちに とって、平面 であ る画面 に時間 と

空間を いか に表 現 す るか とい う こ とは重要 な問題 であ

り、そ のこ とに長年膨 大 な試行錯誤 を行 って きた ことは

当然である。美学や美術史の研究者は時空間を表現する

ため に開発 され た技 法、 それ を支 える理論 や時代 の特 色

につい て様 々 な研 究 を積 み重ね て きてい る。 また「制作

する」とい う行為 に重 点 をお いてい る制作 学 の研 究者 も、

同様 な問題 に対す る独 自の研 究 を進め てい る。 さ らに心

理学か らの アプローチ も見 られ る。

本研究は制作学の立場から、心理学の方法を用い、長

い歴 史 を持つ絵 画 にお ける空 間や時間 を表現す る方法 を

考察 する こ とを試み る。 と くに絵 画の テーマや 内容 を敢

えて排 除 し、技 法 とい う点 に注 目し分析 を行 な うことを

目 的 に して い る 。

先 に述べ た研 究動 向の うち、心 理学実験 や ア ンケ ー ト

法な ど、客 観性 が 高い とみ な され る方 法 に よる研 究 は、

観察者の主観的な見解 を排 除する点で現代科学が要求す

る客観性 を満 た している といえる。 しか しそ れ らの分析

で、美 学や美術 史 におけ る研究 と同等 の内容 的な探 さを

実現す る こ とは困難 であ る。本稿 で は作 品 の技 法や構造

に立 ち入 る とい う点 で 実験 的 方法 や ア ンケー ト法 に比

べ、 よ り作 品 自体 の内実 を捉 えなが ら、あ る程 度の客観

性を持 ち うる ような、 現実 的な分析 の手法 を開発す る試

みであ る。

本稿 で はそれ を以 下の 2 点 につ いて行 う。 第 1 に観 察

法として、心 理学 の観 察法 にな らい、 空 間表現 、時 間表

現のそれぞ れ につ いてで きるだ け観察 者の個 人差が でな

い観 察方法 を考案す る。そ のため得 られ るデー タはカテ

ゴ リー的 デー タ とな り、深 い数 量 的分析 が で きないが 、

観察か ら数 量デ ー タを得 るための ア ンケ ー ト法 は尺 度作

成の手 間が大 き く、 また本研 究が め ざす作 品の 内実 に立

ち入 る分析 が困難 と思 われるので、本 稿 では採用 しなか

った。第 2 に、 こ うして得 られ たデー タを分析 す る方法

として、多 変量解析 の数量化 理論 （ Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲ類 ） を用

いた。 この方法 では質 的デー タを量 的 デー タに変換 して

分析す るため、通 常の多変 量分析 の ような高い分析 の精

度 は期待 で きず 、分析結 果の解釈 に は慎重 であ るべ きだ

が、分析結果が分析者の主観 に拠 らないため、客観性が

保障 され る。

本稿 で は以上の方 法の テス ト・ ケース として、美術 教

育で よ くと りあ げ られ る近代 西洋絵 画 を中心 と した数十

程度 の作 品 をサ ンプル と して分析 した。サ ンプルの数や

選定方法からみて、本稿の分析 の結論は何かを論証する

もので はない。本稿 はあ くまで この方法 に よって どの程

度の結果 が期 待 で きるか を知 るための、試行 的 な分析 で

ある に と ど ま っ て い る。

Ⅱ．絵 画 にお け る時空 間表現 につ い

ての質的観察法
1

本研究では筆者の以前の研究に基づいて 、絵画にお

ける空間表現 と時間表現の技法のそれぞれについて観察

項目を立 て、調査 が可能 な ように各項 目の操作 的定義 を

作成 した （表 1 ）（表 2 ）。筆者の従来の研究 と比べ、こ

れらの項 目には観 察法 の設計 にあた って名称 を変 更 した

り、不必 要 なため落 とした ものがあ る。 また操作 的定義

は観察 にお ける客 観性 を確 保す る ように決め たため、 以

前の研究における心理学の知見に基づ く表現方法の理論

的な定 義 と同 じで はない。

観 察結 果 の分析 には、 M icro so ft EXCELのアドイン
2

ソフ トM u lce lをE X C E L 20 0 3で 使 用 した 。

以下 は観察項 目 と操作 的定義 であ る。

空間表現の方法 とその操作的定義 （表 1 ）

9 1

空間表現の

方法
操 作 的 定 義

焦点法
焦点が合ったように克明に措かれた部分 と、

ぼかして措かれた部分がある

運動視差 近景と遠景の変化する速度が異なっている

大きさ
対象の大きさが遠近の位置関係に対応してい

る

相対的位置

と重なり

遠近に従って物体が重なったり、上下に配置

されている。

線状透視
対象が写真で撮った場合と同様な輪郭で措か

れている



時間表現の方法とその操作的定義 （表 2 ）

本研 究 では この観 察法 の有 効性 をテス トす る試 み とし
3

て、『美術 資料 』 に掲 載 されて いる図版 の 中か ら53点 に

ついて質 的観 察 を行 った。 サ ンプルは主 に西 洋近代絵 画

だが 、古代 エ ジプ ト絵 画や 浮世絵数 点 を含 んでい る。 サ

ンプル と観察 結果 は本稿 の末尾 に 【資料 】 として添付 し
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た。 さ らにこの観察法 の信頼性 を検定 す るため に、調 査

対象 の20 ％にあた る11点 を乱 数生成 に よって無作 為抽 出

して他 の観察者 に調査 させ、一致 の度合 いを調べ るため、
4

〝係 数 を計算 した 。計 算結 果 は以 下 の通 りであ る。 な

お本論文の計算値は少数点以下 4 桁 目までを示す。

p o ＝ （4 7 ＋ 1 4 1 ）／1 9 8 ≒ 0 ．9 4 9 4

p e ＝ （4 8 × 5 5 ＋ 1 5 0 × 1 4 3 ）／（ 1 9 8 × 1 9 8 ）≒ 0 ．6 1 4 4

打 ＝ （p o － p e ）／（1 － p e ）≒ 0 ．8 6 8 9

打係 数 は0．75以 上 で あれ ば満足 で きる値 とされ、 0．6 1

～0．81 な らば実 質 的 な一致、0．81～ 1 な らば ほぼ完 全 な

一致 とされ てい る。 また質 的観 察法 では観察 項 目が多 い

ほど一 致率が低 下す る とい われ る。本研 究 の観 察項 目は

1 サ ンプル あた り18個 と多 いに もか かわ らず 、 〝係数 が

0 ．86以 上 で あ り、 一 致率 は高 い。 この 結 果 に基 づ け ば、

本観察法 の信頼 度 は高 い と考 え られ る。

Ⅲ．観察結果の多変量解析 による分析

（ 1）数量化 Ⅰ類 によ、る作品の制作年代 と時空 間表

現の関連性の分析

まず数量化理論 Ⅰ類 を利用 して、作品の制作年代 とそ

れぞれの時空間表現の関連性を推定 した。計算のため、

方法 の中で サ ンプルで は適用 が見 られ なか った運動視 差

と象徴 を除 いた。

【 分析結果】

垂相関係数 R O．4658

決定係数 R 2 0．2170

それぞれの方法の偏相関係数 （表 3 ）

ア イテ ム 偏 相 関係 数

焦点法 0．073 6

大き さ 0．1 6 6 6

相対 的位 置 と重 な り 0．096 7

線状透視 0．1322

大気透視 0．0946

肌理の勾配

光と陰影

不均整性

連続画面

0 ．0908

0 ．08 12

0 ．12 67

0 ．03 88

大気透視
遠景が霞んだり、近景と比べて青みがかって

いる

肌理の勾配
遠近にしたがって模様や物の大きさが段階的

に変化 している （ギブソンとは違う意味）

光と陰影

表面に陰をつけることで物体が立体的に措か

れていたり、影によって物体の間の空間的な

位置関係が示されている

不均整性
立体的形状がわかりやすいようにシンメ トリ

ーでない輪郭で物体が描かれている

時間表現の

方法
操 作 的 定 義

連続画面
時間的に連続する事象が別々の画面に措かれ

ており、それらが 1 つの作品となっている

一場面異時

点

異なった時点の事象が 1 つの場面に措かれて

いる

象徴
特定の文化の中で時間の経過を表わすと約束

されているモチーフが措かれている

モチーフ

時間の経過を連想させるモチーフが描かれて

いる （廃墟、枯れ木、孤独な老人などの単独

で古さを感じさせるモチーフや、幼児、青年、

老人など、世代の変化を感じさせる複数の組

み合わされたモチーフ）

運動変化
対象が運動する瞬間を描いている （通常静止

状態ではありえない位置やポーズ）

動きそのも

の

運動する対象 （足、手など）やその一部が同

じ画面に複数措かれている

視点の合成
時間的に移動する異なる視点から見た形が同

一画面に描かれている

画材の物質

性

画材自体の変化の痕跡を通じて時間を感じさ

せる

錯視 錯視によって平面が動 くように見える



絵画における時空間表現の質的観察 とその多変量解析

一場面異時点

モチ ー フ

運動変化

動きその もの

視点の合成

画材の物質性

錯視

0 ．0 136

0 ．0 488

0 ．1513

0 ．104 1

0 ．2 220

0 ．0 130

0 ．0 112

なお空 間表現 のみ、時 間表現の みのそ れぞれ について

計算 した と こ ろ、 と も に 時 空 間 表 現 と した場 合 よ り も低

い値 となった。

【 分析結果 ：空間のみの場合】

重相関係数 R O．3836

決定係数 R 2 0．1472

【 分析結果 ‥時間のみの場合】

垂相関係数 R O．3703

決定係数 R 2 0．1371

サ ンプルか ら日本の作 品 をの ぞいた場合 、以下 の よう

によ り高 い相 関係 数が え られ た。

【 分析結果】

重相関係数 R O．5720

決定係数 R 2 0．3272

それぞれの方法の偏相関係数 （表 4 ）

ア イ テム 偏 相 関係 数

焦点法

大き さ

相対 的位 置 と重 な り

線状透視

大気透視

肌理の勾配

光と陰 影

不均整性

連続画面

一場面異時点

モチ ー フ

0 ．095 3

0 ．2 12 0

0 ．0 18 8

0 ．186 5

0 ．070 4

0 ．098 0

0 ．180 1

0 ．27 17

0 ．132 6

0 ．065 2

0 ．048 3

運動変化 0．309 1

9 3

動きそ の もの

視点の合成

画材の物質性

錯視

0 ．1076

0 ．0889

0 ．2 19 1

0 ．2 177

空間表現のみ、時間表現のみのそれぞれについて計算

した と こ ろ 、 と もに 時 空 間 表 現 と した 場 合 よ り も低 い 値

とな っ た。

【 分析結果 ：空間のみの場合】

重相関係数 R O．4691

決定係数 R 2 0．220 1

【 分析結果 ：時間のみの場合】

重相関係数 R O．3811

決定係数 R 2 0．1452

本研 究 の西洋絵 画史 にかんす るサ ンプル は、 時間的 に

はそれぞ れ 1 点 の古代エ ジ プ ト絵 画や古代 ローマ絵 画 を

除き、 ほ とん どがル ネサ ンス以後 の作 品であ る。 また東

洋絵 画 のほ とん どが 日本 の江戸 時代 で あ り、 この点で サ

ンプルが年 代的 に偏 ってい る。 この よ うに極 めて限 られ

たデー タの範 囲に限定 され るが、 西洋絵 画の時 間的変化

の6 剖弱 を時空 間表現 の方法 の組 み合 わせ によって説 明

できる可 能性が あ るこ とが判明 した。

そ れぞ れの項 目につ いて は興味 深 い結果 が得 られた。

空間表現については、光 と陰影が線状透視 と並んで重要

であ る点 は美術 史の常識 と一致 す る。 また不均 整性お よ

び大 きさが この順 で線状 透視 よ り説明力 が高 い ことは注

目に催す る。時 間表現 につい ては、運動 変化が 項 目中 も

っと も大 きな値 を示 した ことは考 察す る価 値が あ る。 画

材の物 質性 や錯視 の 出現 も、 おそ ら く現代 絵画 の技法 と

いう意 味で、線状 透視 以上 に大 きな値 を示 してい る。 こ

の結果からは、時間表現が西洋絵画の変化 において空間

表現 と並んで重要 な役 割 を示 して いるこ とが推 測で きる。

なお全絵 画 か ら古 代 エ ジプ トと古代 ローマ を除 くと、

以下の結果が得 られた。

【 分析結果】

重相関係数 R O．6491

決定係数 R 2 0．4214



西洋絵 画 か らこの 2 点 を除 くと、 さ らに高 い係数が得

られた。

【 分析結果】

重相関係数 R O．7242

決定係数 R 2 0．5244

この よ うにサ ンプル を加工 す る と、あ る程 度妥 当な相

関係数が得 られた。

偏 相 関係 数 は以 下の通 りであ る （表 5 ）。

近代以後の西洋画のみの偏相関係数（表 5 ）

アイ テム 偏 相 関係 数

不均整性 0．3961

肌理の勾配 0．38 17

光と陰影 0．278 1

大き さ 0．2 6 2 7

線状透視 0．2118

相対 的位置 と重 な り 0．17 45

大気透視

焦点法

運動変化

モチ ー フ

ー場面異時点

錯視

画材の物質性

連続画面

視点の合成

動きそ の もの

0 ．04 07

0 ．0349

0 ．3 839

0 ．2 913

0 ．2 659

0 ．2 299

0 ．2 238

0 ．220 1

0 ．1777

0 ．14 13

この場合 も空間表現では不均整性、肌理の勾配、光 と

陰影 には大 きな説明力 があ る。大 きさの係 数 も線 状透視

より大 きい。 また運動変 化、 モチー フ、 一場面異 時点 な

どの代 表的 な時間表現 の方法 に も、 これ に劣 らない説 明

力が あ る と考 え られ る 。

（ 2）数量化 Ⅱ類 による様式 と表現方法 の関係 の分析

次 に数量化 Ⅱ類 を利 用 し、 ル ネサ ンス絵画 や印象派 と

いった美術史で分類 されている様式が時空間表現の組み

合わせ に よって どの程度判別 で きるか を検討 した。
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第1 軸 と第 2 軸の結果 （表 6 ）

連続画面

一場面異

時点

モチー フ

運動変化

動きそ の

もの

視点の合成

画材の物
質性

錯視

－0．0 053 0 ．2847 －0 ．0390

0．2793

0．0695 0 ．92 16 0 ．3484

－0．8 5 2 1

0 ．0132 0 ．703 5 0．364 1

－0 ．6902

＿1 ．3 3 6 3 1 ．8 1 6 0 0 ．4 0 7 4

0 ．479 7

0 ．0 17 4 0．230 9 0．07 92

－0．2 1 3 5

－0．02 13 0．22 66 0．0 996

0．20 53

0．02 22 1．1786 0．2 761

－1．1 5 6 4

0．0 147 0．7 793 0 ．2035

－0．7 64 6

＿0．0 0 0 3 0 ．0 1 9 2 － 0 ．0 5 2 0

0 ．0 18 8

0．0 16 5 0．2 126 0．14 52

－0．19 6 6

0．00 04 0．0 252 0．1504

－0．02 48

0．158 8 0．2 15 8 0 ．115 7

－0．0 57 0

－0．0 1 9 3 0．2 5 6 1 0 ．1 0 8 1

0．2 368

－0．1267

1．2172

1 ．3440 0 ．5682

－0．0069 0 ．368 3 0．259 9

0 ．3613

－0．0087 0 ．465 6 0．28 72

0 ．4568

0 ．894 9 ： 0．86 54

1

相関比 ： 相関比

この ように第 1 軸 、 第 2 軸 と もに高い相 関比 を示 して

いる。 と くに第 1 軸 につ い ては 0．8 94 9で あ り、 ほ ぼ完 全

に判 別可能 とい える。

なお空間表現、時間表現それぞれのみについては、以

アイテム

第 1軸

カ憲 一 範囲 偏相関係数

第 2 軸

カ諾 ‾ 範囲 偏相関係数

焦点法

大 きさ

相対的位置

と重なり

線状透視

大気透視

肌理の勾配

光と陰影

不均整性

0．0398 0 ．35 18 0 ．177 0

－0．3119

0 ．214 1 0 ．39 14 0 ．095 6

－0．1772

0 ．9199 0．995 0 0．19 93

－0．075 1

0．1 10 0 0．149 4 0．17 48

－0．039 4

●0．237 8 1．05 05 0．24 57

0．8 126

0．20 06 0．88 61 0．3 836

－0．68 55

0．90 13 1．2 571 0．1294

－0．3 558

1．2 890 1．7 079 0 ．3252

－0．4 189

＿0．05 12 0．45 20 0．2 019

0．400 8

0．13 64 0．24 94 0．1403

－0．1129

＿0．12 26 0．1326 0．1270

0．0 100

0．2 573 0．3 496 0 ．2027

tO．0 923

0．0 072 0．0318 －0．0348

－0．0 246

－0．2717 1．2004 0 ．3959

0．9286

＿0．1623 0 ．226 3 0．385 4

0 ．0640

－0．0208 0．027 6 0．076 3

0 ．006 7
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（ 図 2 ）

下の ような結 果が得 られた。

【 空間表現のみの場合の判別】

第 1 軸の相関比 0．7458

第 2 軸の相関比 0．7125

【 時間表現のみの場合の判別】

第 1 軸の相関比 0．7959

第 2 軸の相関比 0．73飢

空 間表現 のみ につ い て も第 1 軸が0．745 8 と高 い結果 が

得られ てい るが、時 間表現 につい て は第 1 軸 が0．795 9で

あり、 そ れ よ りもや や 高 い 相 関 比 とな っ た。

第 1 軸 につ いて範 囲 と偏相 関係数 を見 る と、線状透視

と大気透視が高い値を示 し、 これに肌理の勾配が続いて

いる。 この点 は、遠 近法 を様 式の展 開の大 きな軸 として

いる美術史 の常識 に一致す る とい える。時 間表現 では運

動変化が線状透視 に匹敵 し、モチーフ、一場面異時点、

動きその もの などが続 い ている。 これ らの結 果か ら、様

式の変化には空間表現 と時間表現の双方が同程度の割合

で関わ ってい ると推 測で きる。

（ 3）数量化 Ⅲ類 に よる表現方法 と作品の類似性 の

分析

最後に数量化Ⅲ類によって、時空間表現の方法や作品

の類似 性 を検 討 した。図の カテゴ リー は表現方法 であ り、

サンプ ルは作 品 である。

A － 1 ． 空間表現 に関する類似性

この分析 で は、 目だ った空間表現 が見 られない モ ン ド

リア ン とポ ロ ッ ク の作 品 を 除 い て い る。

（ 図 1 ）

（図 1 ）（図 2 ） よ り以下 の ことが 考察 で きる。空 間表

現の方法 につ いて は、相対 的位 置 と重 な り、お よび大 き

さ、線状透視、不均整性の 4 つが極めて近いグループを

形成 して いる。大気 透視 と肌 理の勾 配 はこれ とは離 れて

いて 、 や や ゆ るい グ ル ー プ を な して い る。 大 き さ と光 と

陰影 はそ れぞれ どれか ら も独 立 してい る。焦 点法 はか け

はなれた数量 を持 ってい る。 この ように空 間表現 の類 似

性は、一部美術 史 的常識 に一致す る点 もあるが、異 な る

点もあ る。

A － 2 ． 空間表現 に関す る作 品の類 別

空 間表現については固有値が、第 1 軸が0．2250、 第 2

軸が0．1 6 10 と、 か な らず しも大 き くな い。 以下 は 2 つの

軸のサ ンプル数量順 に作 品 を並べ た表で ある。

空間表現 に よる作 品の類 別 （表 7 ）

サ ンプル 第 1 軸 第 2 軸

ギター を持 つ男

ノ ス タ ル ジ ー

目 を 閉 じて

夜警

バレエ （エ トワー ル）

印象 ・ 日の 出

赤い斑 の ある風 景 Ⅱ

ー6．20 67 2．5 242

－2．42 15 0．0 384

－2．42 15 0．0 384

－1．8 158 0 ．3 42 1

－1．8 158 0 ．3 42 1

－0．77 91 1．6 112

－0 ．36 56 －1．1197



水差 しを持つ女

猫

海辺の母 と子

雲龍打掛 の花魁

大谷鬼次の奴江戸兵衛

アヴ ィ ニ ョ ン の 娘 た ち

りん ご と オ レ ン ジ

虎図襖

金魚 づ くし百物 語

プリ マ ヴ ュ ー ラ

最後の晩餐

叫び

異国風景

赤い食卓

楽園

亀戸天神境内 （ 名所江戸百景）

狩猟の図 （王の墓の壁画）

三代 目岩井粂三郎の三浦屋高尾

フォ リー ・ ベ ル ジ ュ ー ル の バ ー

いり屋 （東京名所）

夜の カ フ ェ テ ラ ス

回廊

ムー ラ ン ・ ド・ ラ ・ ギ ャ レ ッ ト

ゲルニ カ

遠い 日

吉原 日本堤 （江都名所）

聖母 子 と聖 ア ンナ

モナ リザ

石薬 師 義 経 さ くら 範 頼 の桐

睡蓮の池

グ ラ ン ド・ ジ ャ ツ ト島 の 日曜 日の 午 後

あ る ア ー テ ィ ス トの 肖像

散歩、 日傘 を さす 女

積み わ ら、夏 の終 わ り

ピ レネー の城

石橋図

さがみ川 （富士三十六景）

松林図屏風

ー0．164 4 －1．2 184

－0．164 4 －1．2 184

－0．16 44 －1．2 184

0．10 04 －2．1633

0 ．10 04 －2．1633

0 ．10 04 －2．1633

0 ．10 19 －1．6 186

0 ．1019 －1．6186

0 ．1019 －1．618 6

0 ．1109 －0．602 7

0．1109 －0．602 7

0．1109 －0．602 7

0．110 9 －0．602 7

0．1 12 3 －0．62 11

0．1 12 3 tO ．62 11

0．146 4 －0．22 71

0．23 23 －2．22 14

0 ．23 23 t2．2 214

0．28 07 －0．0 050

0．3 795 －0．7489

0．4 359 0．3058

0．4 359 0．3058

0．4 359 0．3058

0．4 7 10 －0．822 1

0．502 1 0．472 8

0．516 5 －0．29 69

0．525 8 0．49 57

0．525 8 0．49 57

0．525 8 0．49 57

0．52 94 0．7 880

0．63 72 1．0 159

0 ．74 51 1．1176

0 ．74 5 1 1．1176

0 ．74 5 1 1．1176

0．7 45 1 1．117 6

0．745 1 1．1 17 6

0．8237 0．598 4

1．037 5 1．274 3

Ⅲ類 に よる 類 別 に は 意 味 を見 出 しに くい もの もあ る た

め、性急 な意味づ け には慎 重で あるべ きであ る。 ダヴイ

ンチや モネの作 品が同 じグルー プに され てい る点 は、常
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識に一致す る。 またそれ とマ グ リッ トや 曽我 斎 自が 同 じ

グルー プにな ってい るこ と、浮世絵 とセザ ンヌが同 じグ

ルー プ と され て い る こ と、 ム ンク とル ネ サ ン ス の 代 表 作

が同一 グルー プ とされ てい るこ と、 キュ ビズ ムの作 品が

かけ離 れた位置 にあ るこ と、写 楽 とアヴ ィニ ョンの娘 た

ちが 同 じグル ープで ある ことな どは興 味深い。

虹性分析 で は、 目立 った時 間表現 がみ られ ない以下 の作 品

を除外 して いる。

小 椅子 の 聖母、 回廊 、睡 蓮 の池、 りん ご とオ レンジ、

松林 図屏風、 赤い斑 のあ る風 景 Ⅱ、 タンギー爺 さんの 肖

像、 モナ リザ、 自画像 （ゴ ッホ）

（ 図 3 ）

第1 軸の散布図

第1 軸

◆カ テゴ リー数 量

感サ ンプル 数量

（ 図 4 ）

第1 － 2 軸の散布図

第1 軸

◆カテ ゴ リー数量

韓サ ンプル数 量

（図 3 ）（図 4 ） よ り、時 間表現 につい ては、画材 の物

質性 と錯視 が同一 グルー プであ るほか は、 それぞ れ独 立

してい るこ とが わか る。組 み合 わ されて使 われ る ことが

ある空 間表 現 と違 う時 間表 現の あ り方が示 され てい る。
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B － 2 ． 時間表現 に関す る作 品 の類 別

時 間表現 につ いて は第 1 軸 の 固有 値 が0．624 3 と高 いた

め、 か な りのグル ープ化が これ だけで なされてい る と考

えられ る。 サ ンプルを数量順 に並べ る と以下 の よ うにな

る。

時間表現 による作 品の類 別 （表 8 ）

サ ンプル 第 1 軸

最後の審判

プ リマ ヴ ュ ー ラ

猫

楽園

聖母 子 と聖 ア ンナ

花 を摘 む少女

最後の晩餐

夜 の カ フェ テ ラス

水差 しを持つ女

フ ォ リー ・ ベ ル ジ ュ ー ル の バ ー

夜警

あ る ア ー テ ィ ス トの 肖像

印象 ・ 日の 出

ム ー ラ ン・ ド・ ラ・ ギ ャ レ ッ ト

グ ラ ン ド・ ジ ャ ツ ト島 の 日 曜 日 の 午 後

吉原 日本堤 （江都名所）

さがみ川 （富士三十六景）

石薬師 義経 さくら 範頼の両

三代 目岩井粂三郎の三浦屋高尾

い り屋 （東 京名 所 ）

雲龍打掛 の花魁

亀戸天神境内 （名所江戸百景）

大谷鬼次の奴江戸兵衛

赤い食卓

バレエ （エ トワ ー ル ）

目 を 閉 じて

ピレネ ーの城

違い 目

異国風景

海辺の母 と子

石橋 図

虎図襖

金魚づ くし百物語

積み わ ら、 夏 の終 わ り

－1．0 352

－1．0 352

－1．03 52

－1．03 52

－1．03 52

－0．4 12 2

－0．4122

－0．4122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 12 2

－0．412 2

－0．412 2

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 122

－0．4 12 2

－0．4 12 2

－0．4 12 2

－0．412 2

ブロ ー ドウ ェ イ ・ ブ ギ ウ ギ

ワ ン ：ナ ンバ ー 3 1

散歩 、 日傘 を さす女

ノス タ ル ジ ー

叫び

狩猟の図 （王の墓の壁画）

アヴ ィニ ョ ン の 娘 た ち

ゲル ニ カ

ギター を持 つ男

夢

0 ．0000

0 ．0000

0 ．80 73

0 ．80 73

0 ．807 3

1 ．420 0

1 ．420 0

1 ．4 200

2 ．6 396

3 ．2 523

時 間表現 につ いて も意 味づ け は慎 重 であ るべ きだ が、

アヴ ィニ ョンの娘 たちや ゲルニ カが古代 エ ジプ ト絵 画 と

同一 グルー プ とされてい るこ と、東西 の代表作 をま とめ

た大 グルー プが形成 されて いる こ とな どは興 味深 い。

Ⅳ．結論

限 られたサ ンプルの分析 だが、本研 究 で はい くつか の

示唆的な視点が得 られた。本研究の結果では、時間表現

が空間表現 と並んで作品の時間的変化や様式を説明する

のに有 効で あ るこ とが示 されてい る。 これは絵 画表 現 に

おける時 間表現 の重 要性 を暗示 してい る とい える。 また

観察結 果の数量 的分析 によって、通常 の常識 で は とらえ

がた い作 品や手 法の類似 性が示 唆 されてい る。 この よう

に分析結果は美術史的常識に一致する点がある反面、意

外な結論 ももた ら してい る。 それ らの検 討 には美術史 上

の代 表作 をで きるか ぎり含 ん だ、本格 的なサ ンプル分析

が今後必要である。

【 注】

1 長尾寛子著「絵画における時間表現－『決定的瞬間』

の観 念 と近代 西洋 美術 での さまざ まな表現 方法 を中

－0・4122 心 に」大学美術教育学会誌、第34号、pp．303－320、

－0．4122 20 0 2年。長尾 寛子著 「中国・ 日本絵 画 にお け る時 間

－0．4122 表 現の類型一作例分析 による検討 と西洋絵画の比

－0．4122 較」広島大学大学院教育学研究科紀要第 2 部 （文化

瓜4122 教育 開発関連領域）、第51号、pp．519－529、2003年。

－0．4122 長尾寛子著「絵画における空間表現の根拠 と技法」

0．0000 広島大学大学院教育学研究科紀要第 2 部 （文化教育
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開発 関連 領域）、第53号、p p．445－454、2005年。 長

尾寛子著 「絵画表現における空間表現 と錯視」大学

美術教育学会誌、第38号、pp．271－278、2006年。長

尾寛子著「西洋近代絵画における空間表現の事例分

析」名古屋造形芸術大学紀要、第14号、pp．113－123、

2008年。

2 柳井久江著 『エクセル統計 実用多変量解析編』 オ

ーエ ムエス 出版、200 5年。

3 京都市立芸術大学美術教育研究会・ 日本文教出版編

集部編 『美術資料』秀学社。

4 本研究の質的観察法については、中揮潤・大野木裕

明・南博文編著 『心理学マニュアル 観察法』北大

路書房、1997年。
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【 資 料】

9 9

作品名
雷雲芸塁宗 要を摘む少 写雪子と聖 最後の審判 三三マヴ工 芸椅子の聖 最後の晩餐 モナリザ　 空軍空フェ

作者
作者不詳　 作者不詳　 妄子吉ユレエ 与‡訟 デノ 君主ブ買主苦 言三言テロ● 妄チ言㌣左 妄チ言γ左 三三三アキ、㍍

作品データ 所蔵
大英博物館 妄言品詣 蒜晶ヴル実 字詣 壷‾ 呈品晶ツイ 蒜晶ティ美 苦言号ノ㍊ 晶 蒜晶 ヴル美 三三三妄品晶

作成年 －1400　　　　　 5 0　　　 15 10　　　 15 36　　　 147 9　　　 15 14　　　 14 96　　　 150 4　　　 188 8

地域 エジプ ト　　 ローマ　　　 イータリア　　 イタリア　　 イタリア　　 イタリア　　 イタリア　　 イタリア　　 オランダ

様式 古代エジプト　 古代ローマ　 ルネサンス　 ルネサンス　 ルネサンス　 ルネサンス　 ルネサンス　 ルネサンス　 後期印象派

焦点法 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

大きさ 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

相対的位置と重なり 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

空間表現 線状透視 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

大気透視 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1

光と陰影 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

不均整性 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

連続画面 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

象徴 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

時間表現 運動変化 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1

動きそのもの 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

視点の合成 1　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　 ．0　　　　　 0　　　　　 0

画材の物質性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

錯視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

作品名
雪雲しを持 ；至ご㍍品六竺 夜警　　 回廊　　 雪子冨昌孟イ 琵象 ●日の 誓書韻 傘 誓詣 ㌶ ）‾‾、 号丁言ざJ ∴

作者
∃；こ夏至んフ 克 ド三言‾ 妄言Z、ヲごJ ノ 秋野不矩　 貢：冨三三ド● 三言‾ ド● 三言‾ ド● 三言 ‾ ド● 克フ吉三孟卜●

作品データ 所蔵
メ トロポリ　 コートールド■ァムステルダ 静岡県立美　　　 マルモッタ ワシントン・ナシ］ オルセー美 オルセー美

タン美術館 美術研究所　 ム国立美術館 術館　　　　　 ン美術館　 ナル・ギャラリー　 術館　　 術館

作成年 1663　　　 188 2　　　 164 2　　　 19 84　　　 197 2　　　 18 73　　　 18 75　　　 189 0　　　 187 6

地域 オランダ　　 フランス　　 オランダ　　 日本　　　　 イギリス　　 フランス　　 フランス　　 フランス　　 フランス

様式 バロック　　 印象派　　　 バロック　　 近代 日本画　 現代絵画　　 印象派　　　 印象派　　　 印象派　　　 印象派

焦点法 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

大きさ 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

相対的位置と重なり 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

空 間表現 線状透視 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

大気透視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

光と陰影 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

不均整性 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

連続画面 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　 1．　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

象徴 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

時間表現 運動変化 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1

動きそのもの 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0

視点の合成 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

画木オの物質性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

錯視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0



1 0 0

作品名
芸詣志占吉詣 卜 睡蓮の池　 言ぇ芸認 諾 諾 圭空音実貨 雷管師範悪賢孟 宗諾至芸豊富孟 宗謂 ）（東 諾 打掛の

作者
三三筈ジュ● 三言 ‾ ド●　 三三三吉諜 ● 歌川広重　 歌川広重　 歌川広重　 歌川国貞　 作者不詳　 渓斎英泉

作品データ 所蔵
シカゴ美術 ポーラ美術 ロダン美術 太田記念美 山口県立萩 山口県立萩 山口県立萩 山口県立萩 千葉市美術

館　　 館　　 館　　 術館　　 美術館　 美術館　 美術館　 美術館　 舘

作成年 188 5　　　 189 9　　　 18 87　　　 18 36　　　 185 8　　　 18 55　　　 18 6 1　　　 187 5　　　 183 8

地域 フランス　　 フランス　　 フランス　　 日本　　　　 日本　　　　 日本　　　　 日本　　　　 日本　　　　 日本

様式 新印象派　　 印象派　　　 後期印象派　 浮世絵　　　 浮世絵　　　 浮世絵　　　 浮世絵　　　 浮世絵　　　 浮世絵

焦点法 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

大きさ 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　　 0

相対的位置と重なり 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

空間表現 線状透視 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　　 0

大気透視 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

光と陰影 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

不均整性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1

連続画面 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

象徴 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

時間表 現 運動変化 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1

動きそのもの 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

視点の合成 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 ．0　　　　　　 0　　　　　　 0

画材の物質性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

錯視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

作品名
張 貢ぎ諜 盃夏雲窒窟 じ空…とオ 雲量‾を持 赤い食卓　 雪品誓冨あ ブヲ諾 詣 ノご旨三ノJ子 猫

作者
歌川広重　 東洲斎写楽 事；貨 ●セ 妄言プぎユ● 芸才呈 ●マ 三言ざご呈主空 E モ．）妄三 吉£ ガ‾ ● 藤田嗣治

作品データ 所蔵
山口県立萩 東京国立博 オルセー美 ニューヨーク エルミター ペギー・グッゲンハ ニューヨーク オルセー美 東京国立近

美術館　 物舘　　 術舘　　 近代美術館　 ジュ美術館 イム・コレクシ］ン 近代美術館　 術餌　　 代美術館

作成年 185 7　　　 179 4　　　 18 99　　　 19 11　　　 190 8　　　 19 13　　　 19 42　　　 187 6　　　 194 0

地域 日本　　　　 日本　　　　 フランス　　 フランス　　 フランス　　 ロシア　　　 オランダ　　 フランス　　 フランス

様式 浮世絵　　　 浮世絵　　　 後期印象派　 キュビスム　 フォーヴィスム　 抽象画　　　 抽象画　　　 印象派　　　 エコール・ド・パリ

焦点法 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

大きさ 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0

相対的位置と重なり 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1

空 間表現 線状透視 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1

大気透視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

光と陰影 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1

不均整性 0　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 1

連続画面 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1

象徴 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

時間表現 運動変化 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1

動きそのもの 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

視点の合成 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

画材の物質性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

錯視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0　　　　　　 0



絵画 における時空間表現の質的観察 とその多変量解析

1 0 1

作品名
ノスタルジ 目を閉じて 叫び　　 楽園　　 忘 レネ‾の 遠い日　 異国風景　 夢　　 葦辺の母と

作者
謂 六、ゞ；三 三 三ふ ヲ モ F 三；苦 言芸三んシ て∫吾 L マグ 遠藤彰子 ；三り●ル 芸子ロ ●ピ 三三ロ ●ピ

作品データ 所蔵
岐阜県立美 オスロ国立 シャガール イスラエル 東京国立近 ノートン・サ ガンツ ・コ シカゴ美術

術館　 美術館　 美術館　 美術館　 代美術館　 イモン財団　 レクション 舘

作成年 19 84　　　 190 0　　　 189 3　　　 18 59　　　 19 59　　　 198 5　　　 19 10　　　 19 32　　　　 192 1

地域 フランス　　 フランス　　 ノルウェ一　 口シア　　　 ベルギー　　 日本　　　　 フランス　　 スペイン　　 スペイン

様式 現代絵画　　 象徴主義　　 象徴主義　　 エコール・ド・パリ　 シュルレアリスム　 現代絵画　　 素朴派　　　 シュルレアリスム　 新古典主義

焦点法 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

大きさ 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0

相対的位置と重なり 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1

空間表現 線状透視 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1

大気透視 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

光と陰影 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1

不均整性 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1

連続画面 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0

象徴 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

時間表現 運動変化 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1

動 きそのもの 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

視点の合成 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 8　　　　　　 1　　　　　　 0

画材の物質性 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

錯視 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0

作品名
；芸晶云≡ ゲルニカ　 松林図閲 石橋図　 虎図襖　 書芸芸 くし 自画像　 ス三去丁ン

作者
芸子ロ ●ピ 三三ロ ●ピ 長馴 等伯 曽我青白　 長澤廣雪　 歌川国芳　 書三三ア主、㍍ 宗昌三言ン●

，作品データ 所蔵
ニューヨーク ソフィア王妃 東京国立博 メアリー・グリ 無量寺・串本 東京国立博 オルセー美 ニューヨーク

近代美術館　 芸術センター 物館　 三吉芽；ご；ク● 応挙芦雪館　 物館　 術館　 近代美術館

作成年 190 7　　　　 19 37　　　　 15 95　　　　 177 9　　　　 178 6　　　　 18 40　　　　 18 89　　　　 195 0

地域 スペイン　　 スペイン　　 日本　　　　 日本　　　　 日本　　　　 日本　　　　 オランダ　　 アメリカ

様式 キュビスム　 シュルレアリスム　 ヰ兆山漢画　　 江戸漢画　　 円山派　　　 浮世絵　　　 後期印象派　 現代絵画

焦点法 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

運動視差 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

大きさ 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

相対的位置と重なり 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0

空間表現 線状透視 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0

大気透視 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

肌理の勾配 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

光と陰影 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 0

不均整性 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0

連続画面 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

一場面異時点 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

象徴 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

モチーフ 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0

時間表現 運動変化 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0

動きそのもの 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

視点の合成 1　　　　　　 1　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0

画材の物質性 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　 1

錯視 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0　　　　　　　 0


